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　昨年夏スイスのジュネーブで”原子力平和利用国際会

議”が開催され，私は日本代表団の一員として出庸した

ので，この会議の模様を紙面の許す範囲で報告する．

　まずこの会議の或立の経過から説明することにする．

それは1953年12月8日に行われたアイゼソハワーの国

際連合における演説が動機となり，1954年12月4目に

国連総会に提出された七ケ国共同修正決．議案に基いて開

催されるに至ったのである．その趣旨は，決議文中にあ

るように”原子力が人類の平和的事業にのみ役立ち，か

っその使用を精力的に促進する”t：めの純粋に科学的抜

術的国際協力の場たらしめることにあったのである．日

本は末だ国連加盟国ではないので招待を受けて参加する

ことになったのである．

　このため昨年2月に日本学術会議に準備委員会を設け

て日本から提出する論文の取りまとめを行ワた．私は放

射性同位元素の工業的志用面での取りまとめの役を仰せ

っかワて委員として参加しt二・各方面のことがらが慎重

審議され，すでに斬聞その他で発表されたよ5に32件

の論文が提出された・このうち6件が国際会議準備委員

会によって口答発表論文として採択されたSこのうちに

私の纒めt：　，iBRIEF　REVIEW　OF　APPLICATONS　OF

ISOTOPES　IN　PROCESS　AN　D　QUALITY　CONTROL”

という標題の論文が入．pていたのである．この他に私共

が数年来行ってきた北海道苫小牧工業港建設に関連して

のR．1．を用いた海底漂砂の動態の追跡実験結果をま

とめた論文”THE　FIELD　EXPERIMENT　OF　LrTTO・

RAL　DRIFT　USING　RADIOACTIVE　GLASS　SAND”

も，この種のものとしては世界で初めてのもので，規模

が大きくR，1．の工業利用の代表論文としてふさわしい

ものとして単独論文として提出されたのである・当研究

所に関連しては安芸教授が代表の一人として参加され，

t，iAPAN’S　ENERGY　uTILIzATION，　THE　PRESENT

AND　FUTURE”なる論文を書かれこれも口答発表の一

つになッた・

　会議は8月8日からパレ・デ・ナシオyにおいて同20

日まで2週間行われた・開会式においてスイス連邦大統

領の歓迎の辞・国連事務総長の挨拶・数力国の元百から

のメッセージの朗読の後，今会議の議長を務めた印度の
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国際原子力会議に出席して

加　藤　正　夫

パーパー博士の演説があった，いずれも平和を希求し．

原子力平和利用のための国際協力を強調したものであワ

た．バーバー議長の演説の内容は次のように要約できよ

う・すなわち，人類の歴史におけるエネILギー利用の発

展過程とその瞑向を概観したあとで，原子力ガ将来の動

力源として絶対に必要であるということはもはや疑ない

ことであり，さらに核融合反応を何等かの方式で制御し

これを平和目的に利用することも20年以内に可能とな

るであろう．かくして匙界のニネルギー問題は永遠に解

決されるであろう，と結んだ．

　この後の部分の内容が各国代表ならびにオプザーパー

のジャーナリスト達を刺戟し多くの議論の琶とな．．．たの

である．開会勢頭のこの興奮は世紀の大科学会譲にある

いはふさわしいもののようにも私には感ぜられた、世界

の72国から出席した代表ならびに顧問の総数は1、260

名，提出論文数約ユ，600，そのうち口答発表になったも

のが約600であった．使用国語は英・仏・露Lスペイ

y・麦那の5力国語であったが，イヤホーソによる同時

通訳が行われたのである．これまで多くの部分が機密保

持のカーテソに閉されていた原子力およびアイソトープ

に関する知識が，この会議において学問という形で公開

されたのである．したがって会議の雰囲気は決してお祭

騒ぎといったものでなく，出席者は皆．翼摯な態度でしか

もこの会議を原子力平和利用に関する国際協力の場であ

らしめるよう極めて友好的雰囲気を作ることに努力して

いた．

　この会議は形の上からは三っの・イベソト，すなわちパ

レ・デ・ナシオyにおける会議それ自身，パレ・デ・ナ

yオy内の展示会，ジ＝ネープの下町にあるパレ・デ・

エクスポジンナyにおける展覧会「「Atoms　for　Peace”．

から構成されていたといえるであろう．sv・。デ・ナシ

オyの展示会に付随して主要な国々から提供され九原子

力・アイソトープに関する映画の映写も毎日行われてい

た．またデリゲーツ以外の人々にも会議場の醸子がわか

るようにテレビジョソによるサービスが用意されてい

た．各国からの提供から成ワkこれらの催し屯のの内容

は豊富であワて，それらを見聞してまわるだけでも非常

に勉強になることであった．各種のリアク．ダー・荷電紋

子加速装置の模型，各種の測定器，ラジナグラフィー用
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装置，テレテラビー用装置，マニプユレー¢一類，ウラ

ニウム・トリウムの原子燃料やその他の原子炉用材料の

製陳・製造のフローSH卜・半製品・製晶の展示、さら

に原子動力機関の模型など非常に興昧あるものでfO　・．

た．アメリカの出品した実物のスィミyグプール型リア

クダーは各国代表団に実際に操作もさせたので非常に人

気を呼んだ．

勲
願棺

撃 懸慰

曹

第1図　展覧会の風景

　さて会議の方は総会・A部会（リァクター関係）・B

部会（原子燃料・リアクダー材料・廃棄物処理関係）・

C部会（ア・イソトープの医学・農業・工業利用・健康管

理関係）と三つの部会に分れて毎日午前・午後と並行し

て行われた・私は総会・B部会の前半と最後の半日・C

部会の後半という工合にほとんど毎日出席した・夜は一

日おきに著名学者の講義があり，またいろいろなレセプ

ショソやパーティーもありなかなか忙しい2週間の会期

であった．しかしこの聞にいろいろな国の研究者達と知

り合うことができ，このあとの世界視察旅行に多くの便

宜が得られ，帰国後も文通による交際が続けられている．

以下に会議で発表された論文内容をかいっまんで説明し

ていくことにしよう．

第2図　γ線ラジオグラィー関係の展示

　将来のエネルギー需要　このセツsヨVではN．G．

Guyo1（国連）が最初に総括的な論文を提出した・世界

のエネルギー需用の広汎な分析によると，今後のエネル

ギー需要の増加率は年に4－6％であって1952年を基

準にして，1975年にはその3倍，2，000年には8倍にな

るであろう・もしこの半世紀に，原子力が電力にだけし

か使われないとしたら2000年までに世界の全エネルギ

ーの20％を供給するに過ぎないことになるが，発電以

外の安い熱源としての使用が可能となれば75％にも達
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するであろう．これに対しE・A・G・R。binson〔英国）

は，世界の常用燃料の消費量は年296の増加率であると

し，その採掘費と加工費がだんだん増していっているか

ら，将来の原子力の利用は火力と原子力の相対的発電コ

ストいかんにかかワている，と述べた．二れに関連して

P．Sevelle（国連）は，22ケ国から得た情報こ基いて分

析すると，まさに水力のない国nにおいてそうであるが，

今日すでに原子力と火力の発電コストは競合状態に入っ

ている．なおこの調査でわかったことは，各国は原子力

発電コストがkWH当り6millになることを期待して
いる，と述べた．そのあとで二流以下の十数ケ国からの

発表があったが，いずれも主とし「’黙料の輸送と生産の

困難性から原子力への期待を論じた牟．のである．

　原子力産業の建設　のセヅシヨンでは，　V原子力発電

所の経験”にっいてソ連・アメリカの2岡の発表があワ

た・D・1・Blokhintsev（ソ連）1ま，電気出力5000　kW，

596濃縮ウラソ・グラフ，・イト・水冷（10D気圧に与圧

して沸騰防止）の発電炉の運転実蹟にっいて述べ，非常

に安定で信頼性が高く放射能にょる人体障嵜の問題もな

かったが，発電コストは大規模の火力発電より高くなッ

ており同じ規模では競合の程度である．現状のコス｝高

は燃料エレメソトの小規摸生産と濃縮ウランの使用に基

因するものであり，大規模の炉ではコストを著しく下げ

ることができるであろう．二れに対し（数ケ国の代表か

ら質問があり，そのうちの一人N・F・Libby（アメリカ）

は，ttアメリカの炉は再生率を高くすることに目標をお

いているがソ連のは低すぎる．大規模の炉に対してはこ

れを上げるつもりか？”．これに対し，”現在進められて

いるもワと大型のもっと進歩した炉では再生率を0・5％

まで高める積りである”．さらに，rレンコフがソ連で

は一年以内にユ0万kWの原子力発電所が操業に入るで

あろうと言明した発電炉に関して，fギ’リスのJ，　V．

Dunworthが質問しk・b：，”同じ型式の炉だが多くの改

良を加えるであろ5，またマレソコブの云ったことはそ

のとおりだ”，とのみ答えそれ以上の詳しい説明を避け

た，ソ連の10万kW発電炉の寅伝が効きすぎたのか，さ

らに＝，三の質問が出て場内はかなり緊張した．私には

ソ連が大型発電炉について誇大宜伝をしていたのか詳し

い説明を避けようとしたのか，どちらともよくわからな

かワた．アメリカの発表は沸騰水型炉について説明し，

討論は平静でfO　vた．

　原子力の経済　については英・米二国からの発表があ

ワた．アメリカの発表の要旨は，アメリカにおけ』る大型

発電炉技術の開発計画を種々の方式については技術と経

済の両面から具体的に説明した・天然ウラソの値段を

＄401kg，再生燃料（プルトニゥム）の値段515～30／g

を算定のペースとして，たとえは天然ウラン加圧重水炉

では4－5miIlikWHの発電コス1・となる．ただしこれ

には最初の建誰費が＄2eo／kW以下，負荷率が9D％，

燃料エレメソトの燃焼率が500D－6000　MWDlton，年

間固定費15％，その他燃料の再生処理を庁うなど多く

の前提条件がついているのである．その他の方式につい

ても種々の条件を前提として5ないし7rnill／kWHの発
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電費を算出していた．結論としては，各設備の寿命が長

く，負荷率が高く，燃料消費の効率が高ければ，火力発

電量を下廻わるであろうが，これらのことが実現される

には一生懸命に努力を続けて5ないし10年を要するの

ではないかと結んだ・イギリスからの説明は，コールダ

ーホールの原子力発電所（15～20万kW）建設にっいて

説明し，発電炉の型は天然ウラソー黒鉛一炭酸ガス冷却

で，建設費£750万，燃焼率3000MwD／ton，天然ウラ

ソの値段£2万として発電費0・76pence（9　mil1）とな

る．もし再生燃料の値段を£5～10／gと評価すれば，

0．6pence（7　mill）以下となるであろう．このあと活溌

な討論があった・さらにトリウムの役割にっいてイギリ

スからの説明があり，増殖炉としてはTh－U－235系の

ほうがU－238－Pu系に優れ，今後15年以内にこの方式

による発電が可能になろうと述べた．ここで慎重に検討

しなければならないことは，5millといい7millとい

い，いずれもいくつかの前提条件があるのであって，こ

の前提条件なりまた境界条件が十分に確められていなけ

ればならない．コールダーホーノレは未だ建設途上のもの

であり，相当な国家資本が入っていることを見逃しては

ならない．

　次に放射性物質取扱いに対する法律的行政的諸題のセ

ヅショy，今後50年間における原子力の役割にっいて

のセヅショソがもたれ，イギリスの原子力委員長Sir

John　Cockcroftが，”今後原子力発電の効率が増しまた

進歩した型の炉を用いることによって，1tonのウラニ

ゥムの発生エネルギーを100万tonの石炭相当にまでも

利用できるようになるであろう．かくして，1975年まで

に，原子力はイギリスの電力需要の40％を供給し，年

間4000万tonの石炭を代替することになろデと結

論した．

　さらに総会は，原子力に関する健康と安全の問題に関

して，放射線の生物的影響，原子炉の安全性と動力用原

子炉の立地問題について講演と討議が行われ，つづいて

放射性同位元素の利用に関して，工業・医学・農業への

利用についての代表的演説と討論があった・最後に廃棄

物処理の問題に関するセヅショyでは，各国がこの問題

にいかに頭を悩ましているかがよくわかった．これを経

済的に如理するためには，　（1）地下タソク貯蔵，（2）

濃縮して人跡稀な地域に廃棄する，　（3）廃棄物中から

半減期の長いR．1．を分離して粘土に吸収させ熱処理し

た後に海とか地中に廃棄するのほかこれらの放射能を積

極的に有効に利用することの研究を並行して進めなけれ

ばならない・また廃棄の問題は国際協力により安全を保

持することが必要である．

　以上の概観からだけでもわかるように，原子力の問題

は非常に複雑多岐にわたり，なお今後の研究と解決にま

たなければならぬことが多く，資源その他の問題で国々
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による特殊条件を考慮しなければならず，将来に対して

非常に明るい面と同時に暗い面とがあり，原子力の開発

とアイソトープの利用の拡大とをどのように進めていく

か，科学者抜術者の養成など，非常に精力的にいろいろ

の事柄が同時に進められていかなければならないのであ

る．この事業が彪大な費用を要するにおいては特に今日

わが国の現状においてその感を深くする．原子動力とい

う一大ギ’ヤソブルに投機する前にジヅクリ腰を据えてな

さねばならない多くのことがある筈である．

　さて以下に私が担当して出席した専門部会にっいて，

まずR・1．の工業利用関係から述べてみよう・最初に総会

で行われたアメリカ，オークリヅジのAebersold博士の

総括的演説から述べてみる・すなわち，原子炉によって

R．1．が多種多量に生産されるようになって，それが今日

までにあらゆる科学・産業において人類の福祉と健康と

を増進したことはすでに多大なものであるが，しかしこ

れを最高度に活用するまでにはまだまだいっていないこ

とから説き起し，R・1・・測定器・応用法の最近の進歩を概

観し，利用度の傾向にっいてはこの数年来工業利用が医

学利用を上廻りはじめていること，また各分野における

発表された論文の数の上での紹介，将来の利用の方向と

その可能性を論じ，最後にR・L技術者の養成の重要性

とさらにR．1・が人類の福祉増進に対してもっポテソシ

ヤルが長い目でみれば原子動力の利益に劣るものでない

し，また科学技術の各分野にR・Lを用いる知識と按術

とを植えっけることは原子動力の技術を進展させるヴ種

子”ともなる，という意昧のことを強調した．同じ意味

のことを1イギリスのノ、一ウェルのSeligmanは”R・1・

は長い眼でみれば，人類がこの原子時代から取出すこと

のできる最も大きな宝の一つとなるであろう”という表

現で述べていた．私はこのことは非常に重要な点である

と考えざるを得ない．特にイギリスにおいては，かのハ

ーウェル原子力研究所を設立するに当って明確にこの点

を考えて強力なアイソトープ部を設けたのである・いか

にもイギリスらしい堅実な考え方であると私は思う・フ

ラソスのいき方もイギリスほどでないにしても大体近い

ように思われる・ソ連はどうであるか．この国際会議に

提出されたソ連の測定器・R・1・の工業的利用に関する

論文は，数も多く内容の点でも立派なものが多かった．

その仕事の規模の大きさからいってもソ連の国家がいか

にこの点に力を入れているかが容易に推察できるのであ

る．私が・・一・ウェルでPutmanにソ連の進歩している

ことを述べたところが彼も非常に感心していた．また最

近Aebersoldがアメリカに帰りこの会議について行っ

た報告演説の中でもソ連のR・1．の工業利用の業蹟を賞

賛しているのである．アメリカの論文は口答発表論文の

数はソ連・イギリスと同じ程度であったが提出論文数は

一番多く研究の範囲も一一番広いものであった・アメリカ
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の原子産業会議（Atomic　Industrial　Ferum）の発表に

よれば，すでに千に近い会社がR．1．用のItホット・ラ

ブ”をも．ら，そりうち約二百の会社がAECのR．1．の

常連の顧客にな．．てSi　D、二の3年問に＄　150万の金が

R．1．の工業的応用に使われるであろ）といラ推定をし

ているO）　・5・｝，る．いろい7総合してこの力tty）進歩・実

蹟・実力は米・英・ソ連り順になるかと判定されるがそ

の差は極めて近いものといえよう．以下順を追．．て概観

することにする．

　ラジオグラフィー　r線ラジ司．グラフt一抜術に関す

る論文は口頚発表はされなか．．た．これは余りにも普及

されてしま．．ているので，準備委員会がこのように取計

らワ＃ことと想f象された．しかし展示会・展覧会の会場

には各国からこの装置が出晶されていて，それぞれ種々

の工夫がこらざれているのが面白かった・ラジナグラブ

a一用のγ線ソースはCo－60，　Cs－137、　Ir－192，

Tm－170の4種類が大体標準となっている・このうち

Ir－192は半減期が短い　（75日）のであるが欧洲ではよ

く使われていることがわか．r．た．　これはCo－60のγ線

の約半分のエネルギーであるが，それならこれとほとん

ど同じ玉ネノレギーで半減期の非常に長いCs－137でよ

いのではないかと考えられるが，実はIr－192はほとん

ど白色といってよいほど低いレベルまでの7線が十数種

類出ているので，これによる写真のコントラストは非常

によくなるのである．当然日本でもこれを用いたいので

あるが，アイソトープ用の原子炉を持たぬ悲しさの故に

私は今これを薦めることができないのである．Tm－170

は日本では私が実験した以外に聞いていない．これは

Bremsstrahlungを利用する点に妙昧があり低エネノレギー

γ線源として実用可能の唯一のものであるが，やがては

核分裂生成物中から分離されるAm－241と競合するよ

うになるであろう・

　線源利用関係　β線厚み計は多くの工業国で広く使わ

れていることがよくわかった．計器そのものの進歩は細

部を除いてはいずれも電離槽・補償回路を使”た示差型

のもので澗題は安定性にかか。てし・るといえよ5．γ

線厚み計も同様であるが，反射型のポータブル厚み．計は

1．0
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イギリスのハーウェルの研究になるものを注目する必要

力：あろう・これはγ線源としてはCo－60　を使．ノたも

のとKr－85　との2種類力発表されたが，前者はone

channel　kicksorterを用いコンプトン散乱した低二気

ルギーのものだけを取り出す方式，後．著はKr－S5ガス

を細い合成樹脂ペイプに封じ勅力向の放射．能強度を高

めたものであ1），いずれもシンチレ．一∫コン・カウン7

一を用い1イソチ厚程度の鋼答・リユcm平方程度の7食

箇所を検出できる高性能のものである・その他γ線によ

る密度計・粉体の計量器・積雪計・六ルブと溶液とO．iv，x

離器などいずれも才一トメγヨン化ざれて現場に活躍し

ている例の説明があ．，た．放射線にょる物理分析の例で

は，Tm－170の低r一ネ7Lギーγ線の原子番号の差1こよtt）

光電効果の差を利用したもの，これはイギリスで試与ら

れ自動選炭器として威力を発揮しっっある．またil線

による水素炭素比ゲージ，Fe－55の放射するMnX線に

よるSの精密分析も実用に供されている．静電荷除去用

には従来のRaのほかにPo－210，　Tレ204が使われ紡績

・合成繊維・製紙などの製造機の速度を1．2・－1．5倍に

増加している．P。－210はBiを原子炉中で（n，　r）反

応を行わせて安価に作られる，高千ネルギーX線を放射

するのでBeとまぜて中性子源とLて広く用いられてい

る，半減期が短い（138．3日）のが欠点であるが，Ra－Be

やRaD－Be中性子源に比してはるかに安いので近

くに原子炉をもっところては非常に普及している．

この中性子源による籠易放射能化分析，水素または

水分分析器，油井探磯器などそ7）用途は次第に広が

りつつある．Sr－90など高エネルギー長半減期β線

放射体にょるBremsstrahlung　Lっ研究と応用1菰ラゴオグ

ラフ1一のみならず，低工ネ・Lギー自色X線の代替とし

てその将来が期待されるので，各国の研究ぱ熱心であ

る．放射線のエネルギーを直接電気エネルギーに変換す

る原子電池の研究も種々のものが紹介されていた・放射

線化学の問題は核分裂生成物の処理残海の放射能の有効

利用という点でも重要なものであり，高分子化合物の重

合速逸品質改良，ハロゲy添加反感の触嫉作用等です

でにわかワていることであるが，イギリス・アメリカか

ら発表された．Charlesbyの理論的考察はよい論交であ

ると思った．

　追跡子としての応用　R．Lを追跡子とLて利用する

対象は数限りなくある．したがワて各国からtU　Xiの報告

が出されていナニ．そのうちで特に感じたことを述べてみ

ることにする，まず工業的追跡実験の方法としては，短

半減期のR．1．の活用，粗材そのものの放射能化による

標識付けの方法が盛んに用いられている．これはしかL

原子炉を手近に持たなければできないことである．また

稀釈分析法がよく用いられる．工業的実験では取扱う

R．1，の量が多くなりまた着目している化合物を純糊こ

1
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それだけ抽出分離する手数が省けるからである・さらに

多元標識法（2穂以上のR，1．を同時に追跡子として添

加）による追跡法が工業実験でも活用されはじめてい

る．シソチレーショソ・カウyターまたは比例計数管を

パルスハイトアナライザーと組合せて使うことによって

できる．ここに付け加えておくが工業計測にはハロゲン

カウソターがその寿命の長いこと使用温度範囲の広いこ

とによって普及されている．

　次に研究的な使い方たとえば化学反応機構の解明，

吸着吸収量の測定，フ食現象・磨耗機構の解明，拡散・

蒸気圧の測定，微量成分の行方の追跡など，および常法

としての品質管理的な使い方，たとえば迅速分析，混合

度または量の簡易検査などに，応用例が大別できるかも

しれない，これら・こ関する発表も米・英・ソ連のペーパ

ーは優れたものであった．私の発表に引き続いて行われ

たノールウェイの論文も私の興味をひいた．原子炉をも

．，ている強味をよく発揮したものであった．私の論文発

表のあとで質問をくれたオークリッジのAebersoldと

このセッ・Xヨソのあとで個人的に話をする機会を得たの

であるが，そのとき彼ガ科の論文を賞めてくれると同

時に原子炉を持たない日本が，工業利用の面にまで自

分の想像以上によくやっているといって感心してくれま

した．これがお世辞でなかったことは，彼の本国での

報告演説の中に同じ意昧のことを述べ日本のことを賞

讃していることによってわかった．またハーウェルの

Putmanは単独論文として提出した漂砂の追跡実験に深

い関心をも，．てくれていた．これは会期中にフルペーパ

ーの印刷が問に合わなかったので，あとで二度目に私が

ハーウtLルを訪れた節に彼とそのスタッフに実験の概要

を説明しさらに詳細点の質問も多く受けた．丁度英国で

も沿岸漂砂の問題は日本と同様に重要なので，私共の実

験を参考にしてこれからやりたいというのである．帰国

してからその後り実験結裏も狸》）て第2報までの論交を

送ワて上げ大いに感謝されている．またtランダ・印度

からも詳しい報告を欲しいとの照会があり，上記報告を

送った次第である．

　’イギリスではすでに一昨年夏にテームス河の沈泥処理

問題にR・1．追跡法を応用したのである．これは拡砂の

場合と少しく按術的内δが異なっているのであるが，計

測技術に関しては全く独立に行われたにもかかわらず私

のと同じ方法を行．．ていた二とは面白いと思ワた．イギ

リスはこのように国家的大きな問題にR．1．を活躍させ

る努力を払っている・このほかにも，ロソドy市内の水

道鉄管の洩れ個所の検知，大型ジェット機コメットの事

故調査，製鉄溶鉱炉のガスの研究などがその例であるが

，追跡法以外の使い方の面でも同様である．

　次にソ連からの論文のうちで，製鉄・製鋼にR，Lを

応用した論文は，多くのR．1．技術と多くのテーマとが
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盛られkものであり規模の大きないくつかの実験も紹介

されていた．また磨耗・潤滑の論文も広汎なものであワ

た，

　オートラジオグラフィーアメリカから湿式法による高

解像力の才一トラジナグラフィー技術の発表があワた

が，この方法はわが国でも検討すべきであると感じた・

またβ線顕微鏡の研究も解豫力が70ミクvyの程度で

は実用にはほど遠いと思ったのである・

　アクテイベーション分析　特に金属中の微量成分，モ

デV一タ用材料中の大きな吸収断面積をもつ元素の分析

に応用されている例が挙げられていた．反導体・原子炉

材料等の研究にはこの分析法は欠くべからざるものであ

り，わが国にも高中性子密度の研究用リアクターが早く

作られて欲しいと痛感した．

　次にB部会の原子炉材料関係のことも述べたかワたが

紙面も尽きたので機会をあらためて執筆させて頂くこと

にする．終りにこの国際会譲の結末を報告することにし

ょう．2週間続いた会議の閉会式は8月20日に行われ

k，アメリカとソ連の代表から原子力平和利用における

国際協力にっいて対外援助政策が説明され，次いで各国

代表からの所見があり，いずれもこのような会誤かもた

れたことを賞め讃え，かっ国際原子力機関の設立を要望

した．またパーパー議長の閉会の辞はこの会議の結論を

要領よくまとめたものであり，末尾に”この会議の重要な

成果の一っは，世界の科学者の間に知識交換のルートを

確立したことにある．このことこそ現代文明の最大の光

栄であり今後も続けられなければならない’tと継ばれ

た．最後にアイゼyハワーとブルガー＝yのメッセージ

カ読み上げられてこの世紀の大会議の幕が閉じられた．

　翌21日はわれわれ日本の代表団は総領事館会譲室に

集り四人の代識士代表も参加して会議の成果を報告し合

い報告の大綱がまとめられた・この会期中の8月ユ4日

の日曜日にモソブラy見物に出かけたが楽しい思出の一

つとな．♪た・

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956，　4．　ユO＞
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